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喜
多
方
市
は
、平
成
18
年
に
旧
喜
多
方

市
、熱
塩
加
納
村
、塩
川
町
、山
都
町
、高
郷

村
が
合
併
し
、今
年
、10
周
年
の
輝
か
し
い

年
を
迎
え
、合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
11

月
２
日
に
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

式
典
に
は
、来
賓
を
始
め
、県
内
外
の
関

係
市
町
村
、各
種
団
体
、行
政
区
長
さ
ん
な

ど
約
９
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
政
功
労
者
表
彰
、平
成
28
年
度
喜
多

方
市
表
彰
、平
成
28
年
度
喜
多
方
市
技
能

功
労
者
表
彰
を
行
い
、会
津
喜
多
方
祭
囃

子
盆
踊
り
保
存
会
、下
柴
獅
子
団
に
よ
る

演
舞
、小
中
学
生
と
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

に
よ
る「
喜
多
方
市
民
の
歌
」の
披
露
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、10
年
先
の
未
来
に
向
け
、市

の
将
来
像
や
施
策
の
指
針
と
な
る
新
し
い

喜
多
方
市
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
、社

会
経
済
情
勢
や
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応

し
な
が
ら
、優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
を
見
極
め
、市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

「
躍
進
す
る
風
格
あ
る
喜
多
方
」を
創
造
す

る
た
め
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、「
喜
多
方
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
、住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
実
感
で
き

る
よ
う
な
、真
の
地
域
創
生
に
向
け
て
力

強
く
市
政
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

喜
多
方
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
市
政
へ

躍
進
す
る
風
格
あ
る

　

喜
多
方
に
向
け

　
　

さ
ら
な
る
飛
躍
を
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合
併
10
周
年
を
記
念
し
、市
長
、副
市

長
、教
育
長
、議
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、市

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、平
成
28
年
度
の
教
育
文
化
、産
業

経
済
な
ど
５
部
門
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々

へ
の
表
彰
と
技
能
功
労
者
へ
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

※
顔
写
真
は
、式
典
出
席
者
の
み
掲
載

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

白
井　

英
男
さ
ん（
東
京
都
）

市
政
功
労
者
表
彰

◆
市
長
と
し
て
市
政
の
進
展
と
市
民
福
祉

　

の
向
上
に
貢
献

◆
副
市
長
と
し
て
市
政
の
進
展
と
市
民
福

　

祉
の
向
上
に
貢
献

斎
須　

秀
行
さ
ん

（
福
島
市
）

玉
井　
　

章
さ
ん

（
福
島
市
）

佐
久
間
弘
之
さ
ん

（
福
島
市
）

阿
部　

敏
明
さ
ん（
福
島
市
）

鈴
木　

充
正
さ
ん

（
寺
町
二
区
）

菅
井　

一
良
さ
ん

（
松
山
町
大
荒
井

  

第
二
区
）

猪
俣　
　
　

さ
ん

（
熊
倉
町
道
地
）

伊
藤　

弘
明
さ
ん

（
桜
町
）

東
條
貞
一
郎
さ
ん

（
岩
月
町
上
田
）

佐
藤　

昭
大
さ
ん

（
塩
川
町
上
利
根
川
）

◆
教
育
長
と
し
て
教
育
行
政
の
進
展
と
教

　

育
文
化
の
興
隆
に
貢
献

◆
議
長
と
し
て
市
政
の
進
展
と
地
域
の
振

　

興
発
展
に
貢
献

市
政
功
労
者
な
ど
を
表
彰

合
併
10
周
年
記
念
式
典
で
功
績
に
感
謝
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佐
藤　

政
喜
さ
ん（
豊
川
町
高
吉
一
区
）

◆
教
育
委
員
長
と
し
て
教
育
行
政
の
進
展

　

と
教
育
文
化
の
興
隆
に
貢
献

物
江　

清
光
さ
ん

（
塩
川
町
田
中
）

平
成
28
年
度
喜
多
方
市
表
彰

◆
教
育
文
化
功
労

多
年
に
わ
た
り
松
山
公
民
館
長
と
し
て
生

涯
教
育
・
社
会
教
育
の
進
展
に
貢
献

多
年
に
わ
た
り
文
化
協
会
の
要
職
に
就
か

れ
文
化
の
振
興
に
貢
献

◆
産
業
経
済
功
労

多
年
に
わ
た
り
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
老
麺
会

の
要
職
に
就
か
れ
観
光
誘
客
に
尽
力
さ
れ

る
な
ど
、
観
光
事
業
の
振
興
に
貢
献

多
年
に
わ
た
り
熱
塩
加
納
町
た
ば
こ
小
売

組
合
長
と
し
て
組
織
の
育
成
強
化
を
通
じ

産
業
の
振
興
に
貢
献

唐
橋　

一
郎
さ
ん

（
松
山
町
村
松
第
二
区
）

佐
藤　

一
男
さ
ん

（
塩
川
町
第
13
区
）

大
湊　
　

公
さ
ん

（
関
柴
町
上
高
額
）

上
野　

圭
司
さ
ん

（
熱
塩
加
納
町
赤
崎
）

◆
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

多
年
に
わ
た
り
喜
多
方
市
保
健
委
員
会
の

要
職
に
就
か
れ
市
民
の
健
康
増
進
な
ど
に

努
め
保
健
衛
生
思
想
の
普
及
に
貢
献

多
年
に
わ
た
り
喜
多
方
市
食
生
活
改
善
推

進
員
会
の
要
職
に
就
か
れ
食
生
活
の
指
導

な
ど
に
努
め
保
健
衛
生
思
想
の
普
及
に
貢

献◆
消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

多
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
し
、
市

民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
に
貢
献

豊
子　

光
代
さ
ん

（
北
桜
ガ
丘
）

坂
内　

ヨ
シ
さ
ん

（
関
柴
町
京
出
）

飯
野　

利
光
さ
ん

（
上
三
宮
町
五
分
一
）

物
江　

郁
夫
さ
ん

（
塩
川
町
舘
ノ
内
）

峯
岸　

久
孝
さ
ん

（
熱
塩
加
納
町
五
目
）

板
橋　
　

正
さ
ん

（
山
都
町
藤
沢
）

田
代　

正
典
さ
ん

（
高
郷
町
西
黄
）

清
野　

利
夫
さ
ん

（
高
郷
町
川
井
）

三
浦　
　

崇
さ
ん

（
岩
月
町
治
里
）

荻
原　

末
吉
さ
ん

（
慶
徳
町
堀
出
）

中
村
忠
二
郎
さ
ん

（
山
都
町
一
ノ
木
）

小
林　

正
守
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
野
辺
沢
）

小
林　

幸
夫
さ
ん

（
高
郷
町
利
田
）

上
野
利
一
郎
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
赤
崎
）

吉
田　

滋
喜
さ
ん

（
塩
川
町
第
六
）

荒
海　

良
市
さ
ん

（
山
都
町
中
反
）

◆
農
業
委
員
会
会
長
と
し
て
農
業
行
政
の

　

進
展
と
農
業
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
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多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
の
要
職
に

就
か
れ
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
貢
献

◆
善
行

本
市
に
電
波
時
計
を
寄
贈

本
市
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
寄
贈

中
川　

幸
谷
さ
ん

（
塩
川
町
反
田
）

故　
三
浦　
　

武
さ
ん（
下
町
南
部
）

技
能
功
労
者

生
江　
　

勉
さ
ん

（
慶
徳
町
松
野
）

優
秀
中
堅
技
能
者

佐
藤　

和
男
さ
ん

（
岩
月
町
上
岩
崎
）

喜
多
方
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ

公
益
財
団
法
人
修
養
団

修
養
団
福
島
県
連
合
会

修
養
団
愛
汗
喜
多
方

修
養
団
山
都
愛
汗
の
会

会
津
喜
多
方
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

星
電
気
工
事
株
式

会
社

東
北
電
力
株
式
会

社
喜
多
方
営
業
所

本
市
に
認
定
こ
ど
も
園
送
迎
用
ワ
ゴ
ン
車
を
寄
贈

本
市
に
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
啓
発

の
た
め
「
蓮
沼
門
三
先
生
」
胸
像
を
寄
贈

本
市
に
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
啓
発

の
た
め
蒔
絵
銘
文
板
を
寄
贈

平
成
28
年
度
喜
多
方
市
技
能

功
労
者
表
彰

多
年
に
わ
た
り
金
属
工
作
機
械
工
と
し
て

加
工
技
術
の
向
上
に
貢
献 ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
国
際
協
会
３
３

２―

Ｄ
地
区

瑞
宝
単
光
章

荒
川　

清
明
さ
ん（
72
）
熊
倉
町
熊
倉
下

昭和44年に消防団
に入り、38年7カ月
にわたり、火災、洪
水などの災害から
ふるさとを守るた
め尽力され、平成
20年に分団長で退
団された。

瑞
宝
単
光
章

大
原　

尚
子
さ
ん（
70
）
上
町
東
区

平成10年から民事
調停委員として、
22年からは家事調
停委員として紛争
解決のため尽力さ
れ、28年９月に任
期を終えられた。

黄
綬
褒
章　
業
務
精
励

（
土
地
家
屋
調
査
士
業
）

五
十
嵐
欽
哉
さ
ん（
60
）
押
切
南

昭和58年に五十嵐
欽哉事務所を開設。
平成23年から４年
間、県土地家屋調査
士会長を務めた。原
発事故の警戒区域
で被災者賠償に関
する調査などにも
尽力された。

藍
綬
褒
章　
選
挙
関
係
事
務
功
績

（
喜
多
方
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長
）

清
水
美
代
子
さ
ん（
86
）
塗
物
町

平成７年から喜多
方市明るい選挙推
進協議会長を務め、
公正公平な選挙推
進のための啓発に
現在も尽力されて
いる。

秋の叙勲・褒章
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昨
年
度
か
ら
制
定
作
業
を
進
め
て
き
た

「
喜
多
方
市
民
の
歌
」が
完
成
し
、合
併
10

周
年
記
念
式
典
で
初
披
露
し
ま
し
た
。

　

歌
詞
は
、全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
63

作
品
の
な
か
か
ら
、朝
倉 

修 

氏（
北
海
道

札
幌
市
）の
作
品
を
採
用
し
、き
た
か
た
応

援
大
使
で
歌
手
の
堀
内 

孝
雄 

氏
に
作
曲

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
、市
主
催
行
事
な
ど
で
市
民
の
皆

さ
ん
が
歌
い
継
ぎ
、市
の
一
体
感
や
ふ
る

さ
と
喜
多
方
の
誇
り
の
醸
成
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
歌
の
Ｃ
Ｄ
は
図
書
館
や
各
公
民

館
で
視
聴
・
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
動
画
を
視
聴
で
き

ま
す
。

　
　

企
画
調
整
課　
政
策
調
整
室

☎（
24
）５
２
０
９

問

喜
多
方
市
民
の
歌 

作

詞

朝
倉

修

補
作
詞

市
民
の
歌
制
定
委
員
会 

作

曲

堀
内
孝
雄

一

飯
豊

い
い

で

の
峰 み

ね

を

仰 あ
お

ぎ
見 み

て

可
憐

か

れ
ん

に
薫 か

お

る

ひ
め
さ
ゆ
り

め
ぐ
る
自
然

し

ぜ
ん

に

抱 い
だ

か
れ
て

ふ
れ
あ
う
人 ひ

と

の

あ
た
た
か
さ

あ
あ
心 こ

こ
ろ

や
す
ら
ぐ

喜
多
方

き

た

か
た

は

喜 よ
ろ
こ

び
多 お

お

き

愛 あ
い

の
ま
ち

二

流 な
が

れ
き
ら
め
く

阿
賀

あ

が

川 が
わ

と

風
情

ふ

ぜ
い

を
そ
そ
る

湯 ゆ

の
煙

け
む
り

水 み
ず

と
緑 み

ど
り

が

幸 さ
ち

を
呼 よ

び

か
わ
す
笑
顔

え

が
お

も

華 は
な

と
な
る

あ
あ
心 こ

こ
ろ

と
き
め
く

喜
多
方

き

た

か
た

は

喜 よ
ろ
こ

び
描 え

が

き

歩 あ
ゆ

む
ま
ち

三

浪
漫

ろ

ま
ん

さ
さ
や
く

街 ま
ち

な
み
に

響 ひ
び

く
太
鼓

た
い

こ

は

勇
壮

ゆ
う
そ
う

と

歴
史

れ
き

し

と
文
化

ぶ
ん

か

彩 あ
や

な
し
て

明
日

あ

す

へ
の
夢 ゆ

め

を

ふ
く
ら
ま
せ

あ
あ
心

こ
こ
ろ

ゆ
た
か
な

喜
多
方

き

た

か
た

は

喜 よ
ろ
こ

び
輝

か
が
や

く

蔵 く
ら

の
ま
ち

歌
い
継
が
れ
る「
市
民
の
歌
」を
目
指
し
て

喜多方の誇りを
 メロディーに乗せ
喜多方の誇りを
 メロディーに乗せ

合併 10周年記念式典で初披露合併 10周年記念式典で初披露
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年
２
回
、市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

予
算
の
執
行
状
況（
平
成
28
年
９
月
30
日

現
在
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
の
収
入
と

支
出
の
状
況（
繰
越
金
を
含
む
）は
、９
月

末
現
在
で
予
算
総
額
２
６
６
億
１
４
７
１

万
円
に
対
し
、収
入
率
が
47
・
３
％（
収
入

済
額
１
２
５
億
８
６
９
６
万
円
）、執
行

率
が
35
・
４
％（
支
出
済
額
94
億
１
１
９

５
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
計
画
的
、効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
、市
の
将
来
像
で
あ
る「
豊
か
で
元

気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光
都

市
」の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

《 

財
政
状
況
公
表
に
係
る
用
語
の
意
味
》 

一
般
会
計 

　

主
に
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど

の
地
方
公
共
団
体
が
基
本
的
な
施
策
を
行

う
た
め
の
会
計
で
す
。施
策
を
行
う
た
め

の
収
入
に
は
、市
税
・
地
方
交
付
税
・
国

庫
支
出
金
な
ど
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

特
別
会
計 

　

特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
施
策
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で

す
。一
般
会
計
が
市
税
な
ど
を
収
入
と
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、介
護
保
険
料
や
国

民
健
康
保
険
税
、下
水
道
使
用
料
な
ど
を

収
入
と
し
て
い
ま
す
。 

　

会
計
は
単
一
で
経
理
を
す
る
の
が
理
想

的
で
す
が
、行
政
活
動
は
広
範
で
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、特
定
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

特
別
会
計
を
設
置
す
る
こ
と
で
施
策
や
資

金
運
用
の
状
況
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。 

繰
越
金 

　

当
該
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、例
外
的
に

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。 

市　

債 

　

建
設
事
業
な
ど
の
財
源
を
調
達
す
る
た

め
に
行
う
長
期
の
借
金
で
す
。市
役
所
庁

舎
の
建
て
替
え
や
学
校
の
耐
震
化
、道
路

や
上
・
下
水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、政
府

資
金
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
い
ま

す
。施
設
は
、何
十
年
も
使
う
も
の
で
、今
、

税
金
を
納
め
て
い
る
世
代
の
人
だ
け
で
な

く
、広
い
世
代
に
分
け
て
、少
し
ず
つ
負
担

し
て
い
く
こ
と
が
公
平
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
た
め
、長
期
に
わ
た
り
返
済
し
ま
す
。 

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

喜
多
方
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

財
政
課　
財
政
係
☎（
24
）５
２
１
３

問

９
月
末
現
在
の
一
般
会
計
収
入
率
は
47
・
３
％
、
執
行
率
は
35
・
４
％

平成２８年度各会計の執行状況 (９月末現在 ) 単位：万円

会 計 区 分 予算額
収入済額 収入率 
支出済額 執行率 

一 般 会 計 266億1,471
125億8,696 47.3％
94億1,195 35.4％

特

別

会

計

国民健康保険事業特別会計 69億3,481
24億423 34.7％
31億1,967 45.0％

後期高齢者医療事業特別会計 5億3,979
1億4,024 26.0％
1億3,740 25.5％

介護保険事業特別会計 53億2,601
22億8,171 42.8％
20億7,201 38.9％

公有林整備事業特別会計 531
287 54.0％
11 2.1％

塩川駅西土地区画整理事業特別会計 7,551
59 0.8％

3,630 48.1％

農業集落排水事業特別会計 2億1,222
1,299 6.1％
8,168 38.5％

下水道事業特別会計 15億7,130
1億193  6.5％
6億2,036  39.5％

駒形財産区特別会計 853
1 0.1％
5 0.6％

一ノ木財産区特別会計 4,005
0 0.0％
5 0.1％

早稲谷財産区特別会計 1,946
0 0.0％
5 0.3％

市債（市の借り入れの状況）
市債総額：３６５億６８０万円

下水道事業特別会計
82億1,059万円

一般会計
241億7,362万円

水道事業会計
27億2,098万円

塩川駅西土地区画整理事業特別会計
1億8,313万円

農業集落排水事業特別会計
12億1,848万円
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市
水
道
事
業
で
は
年
２
回
、水
道
事
業

の
経
理
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。今
回
は
、平
成
28
年
度
水
道
事
業

会
計
の
９
月
末
現
在
の
経
理
状
況
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
経

理
状
況
は
、９
月
末
現
在
で
収
益
勘
定
に

お
い
て
調
定
率
が
44
・
１
％（
調
定
額
５
億

４
４
４
３
万
円
）、執
行
率
31
・
８
％（
執

行
額
３
億
６
０
５
８
万
円
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、法
律
で
独
立
採

算
制
を
基
本
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、維
持
管
理
費
、修
繕
費
な
ど
の
経
費

は
、利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
安
定
的
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い

く
た
め
、施
設
の
維
持
管
理
お
よ
び
建
設
・

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、経
費
の
節

減
と
効
率
的
な
業
務
運
営
に
よ
り
、一
層

の
経
営
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
水
道
水
の
供
給
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

◆
送
配
水
管
の
建
設
、改
良
工
事「
完
了
分
」

①
入
田
付
地
区
に
新
た
に
給
水
す
る
た
め

の
送
配
水
管
を
布
設
し
ま
し
た
。

②
本
仲
町
、関
柴
町
上
高
額
、豊
川
町
下
高

額
、熱
塩
加
納
町
半
在
家
、山
都
町
一
郷
地

内
に
お
い
て
、老
朽
化
し
て
い
る
配
水
管

の
布
設
替
え
を
し
ま
し
た
。

③
押
切
南
地
内
に
お
い
て
、公
共
下
水
道

工
事
に
伴
い
支
障
と
な
っ
た
配
水
管
布
設

替
え
を
し
ま
し
た
。

　
　

水
道
課　
業
務
係
☎（
22
）１
５
６
１

工
務
係
☎（
22
）１
５
５
６

平成２８年度 経理状況 (９月末現在)
●収益的収入および支出(収益勘定) 単位：万円

収

入

区 分 予算額 調定額 調定率
営 業 収 益 10 億2,601 5 億2,010 50.7 ％
営 業 外 収 益 2 億 973 2,422 11.5 ％
特 別 利 益 10 11 110.0 ％

計 12 億3,584 5 億4,443 44.1 ％

支

出

区 分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用 10 億4,868 3 億2,133 30.6 ％
営 業 外 費 用 8,041 3,884 48.3 ％
特 別 損 失 300 41 13.7 ％
予 備 費 300 0 0.0 ％

計 11 億3,509 3 億6,058 31.8 ％

●資本的収入および支出(資本勘定) 単位：万円

収

入

区 分 予算額 調定額 調定率
企 業 債 3 億 0 0.0 ％
出 資 金 1 億9,394 4,758 24.5 ％
補 助 金 2,382 0 0.0 ％
負 担 金 3,816 0 0.0 ％
繰 入 金 10 0 －

計 5 億5,602 4,758 8.6 ％

支

出

区 分 予算額 執行額 執行率
拡 張 工 事 費 1 億5,856 8,947 56.4 ％
建 設 改 良 費 5 億6,349 3 億6,695 65.1 ％
企業債償還金 3 億6,996 1 億8,385 49.7 ％
予 備 費 300 0 0.0 ％

計 10 億9,501 6 億4,027 58.5 ％

平
成
28
年
度
事
業
中
間
報
告

水
道
事
業（
公
営
企
業
）の
業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問

上水道をご利用の皆様へ

冬期間は水道管の凍結に注意しましょう

　冬期間は積雪により検針ができませんので、認定
（推定）料金となります。期間は一部の地域を除き12
月から翌年２月までで、積雪量により延長する地域
もあります。12月からは認定（推定）料金でいただき
ますが、実際に使用された分との差額は３月以降の
検針結果に基づき精算しますので、ご理解とご協力
をお願いします。
　３月中旬からは、メーター付近の除雪にご協力く
ださい。
　なお、冬期間の検針を希望される方は水道課まで
お申し出ください。この場合、検針日間近になりま
したらメーター付近の除雪をお願いします。

　冬期間は、低温による凍結で水道管や蛇口の破損
などが起こりやすいので、もう一度水抜栓の操作や
電熱線電源を確認してください。
※入院などで長期間留守となり、凍結破損による漏
水で多額の水道料金となる場合がありますので、必
ず水道中止の手続きをしてください。水道中止の手
続きの連絡は水道課お客様センターにお願いしま
す。
　　水道課　お客様センター ☎（22）1507問



　

　

子
ど
も
議
会
は
市
内
の
小
・
中
学
生
に

社
会
科
学
習
の
一
つ
と
し
て
、議
会
や
政

治
の
仕
組
み
を
体
験
学
習
し
、市
の
施
策

や
郷
土
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

10
月
３
日
、市
議
会
議
場
に
市
内
全
小
・

中
学
校
か
ら
各
学
校
代
表
の
24
人
が
出
席

し
、議
長
に
は
渡
部
紀
樹
さ
ん（
山
都
中
）、

副
議
長
に
髙
野
莉
空
さ
ん（
高
郷
小
）が
選

出
さ
れ
、代
表
12
人
の
質
問
に
市
長
、副
市

長
を
は
じ
め
各
部
長
な
ど
が
答
弁
し
ま
し

た
。

　
　

学
校
教
育
課
☎（
24
）５
３
１
４

　

水
質
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

市
で
は
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

の
看
板
を
設
置
し
た
り
、広
報
き
た
か
た

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ゴ
ミ
の
投
げ
捨

て
を
行
わ
な
い
よ
う
、市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、家

庭
か
ら
出
る
、台
所
や
洗
濯
の
排
水
を
き

れ
い
に
し
、川
を
汚
れ
か
ら
守
る
た
め
に
、

下
水
道
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

日
曜
日
の
観
光
客
だ
け
で
な
く
、市
民
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
バ
ス
の
運
行
の
提
案

に
関
し
て
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」は
、前
日
ま
で

の
予
約
に
よ
り
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
も

ら
え
る
た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
が
通
学
や

通
院
、買
い
物
な
ど
に
出
か
け
や
す
い
バ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、決
め
ら
れ

た
エ
リ
ア
内
を
運
行
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、気
軽
に
利
用

で
き
る
バ
ス
の
運
行
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
変
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、人
口
減
少
が
進
む
な
ら
、何
か
食
い
止

め
る
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

答
弁　

今
年
の
８
月
末
で
は
４
万
９
７
０

０
人
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
10
年
間
で
約

７
２
０
０
人
の
人
口
が
減
少
し
て
い
ま

す
。市
で
は
人
口
減
少
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
若
い
皆
さ
ん
が
仕
事
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

偉
大
な
先
人
た
ち
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
は
つ
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。市
と
し

て
の
詳
し
い
取
り
組
み
が
あ
っ
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

市
で
は
瓜
生
岩
子
さ
ん
や
蓮
沼
門

三
さ
ん
の
教
え
を
生
か
し
た「
喜
多
方
市

人
づ
く
り
の
指
針
」を
つ
く
り
ま
し
た
。

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
方
法
と
し
て
、広

報
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
り
、

市
民
ホ
ー
ル
に
パ
ネ
ル
を
掲
げ
た
り
し
て

い
ま
す
。市
と
し
て
は
、こ
れ
か
ら
、他
の

市
町
村
と
の
交
流
事
業
の
機
会
に
紹
介
し

た
り
、観
光
客
に
知
っ
て
も
ら
う
な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

議
会
や
市
政
の
し
く
み
を
学
習

広報きたかた　2016. 12　⑩☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

平
成
28
年
度
喜
多
方
市
子
ど
も
議
会議　長

渡部  紀樹さん
（山都中）

副議長
髙野  莉空さん
（高郷小）

偉人たちをみ
んなに伝える
ことについて

８番議員
江花  宙真さん
（豊川小）

人口はどのよう
になっている
のかについて

６番議員
髙橋　慶さん
（関柴小）

デマンドバス
の有効利用に
ついて

３番議員
大竹  嘉輝さん
（松山小）

川の水質に
ついて

１番議員
仲島  朱里さん
（第一小）

問
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歩
道
の
除
雪
の
仕
方
や
体
制
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

雪
が
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
積

も
っ
た
り
、積
も
り
そ
う
な
天
候
だ
と

思
っ
た
と
き
に
、朝
の
３
時
頃
か
ら
出
動

し
て
い
ま
す
。除
雪
の
体
制
は
２
台
が
歩

道
専
用
の
除
雪
車
に
な
り
ま
す
。除
雪
は

連
絡
調
整
役
、運
転
手
役
、地
域
の
人
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
の
遊
具
を
増
や
す
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。ト
イ
レ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
ま
す
か
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

市
の
公
園
計
画
の
中
で
遊
具
を
直

し
た
り
、新
し
く
し
た
り
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
、汚
さ
れ
た
り
、施
設

が
壊
さ
れ
た
り
、落
書
き
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。市
で
は
、ゴ
ミ
を
拾
っ

て
く
れ
る
人
、ト
イ
レ
を
掃
除
し
て
く
れ

る
人
と
協
力
し
な
が
ら
、気
持
ち
よ
く
使

え
る
ト
イ
レ
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

駒
形
そ
ば
や
お
み
や
げ
、農
産
物
を
販

売
し
、観
光
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

新
鮮
な
農
産
物
や
雄
国
そ
ば
・
駒

形
そ
ば
な
ど
の
お
い
し
い
そ
ば
が
あ
り
、

雄
国
沼
を
訪
れ
る
方
に
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
地

域
の
魅
力
の
発
信
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。雄
国
沼
散
策
の
シ
ー
ズ
ン
を
通

し
て
、さ
ら
に
効
果
的
に
観
光
Ｐ
Ｒ
が
で

き
る
よ
う
雄
国
地
区
や
駒
形
地
区
の
皆
さ

ん
と
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す

る
計
画
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

市
で
は
、授
業
の
中
で
１
人
１
台

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に

し
て
き
ま
し
た
。タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、い
つ
で

も
誰
で
も
、ど
こ
に
で
も
持
ち
運
び
が
で

き
る
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、新

し
い
装
置
を
作
っ
た
り
操
作
法
を
身
に
つ

け
る
な
ど
と
い
う
問
題
が
あ
り
、す
ぐ
に

取
り
入
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。必
要
な
計
画
を
つ
く
り
、早
く
使
え
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
施
設
充
実
の
た
め
の
政
策
と
介
護

職
の
給
料
と
介
護
職
員
確
保
の
た
め
の
政

策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

市
で
は
、介
護
保
険
事
業
の
計
画

を
つ
く
り
、市
と
民
間
で
介
護
施
設
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、介
護
の
資
格

を
取
る
と
き
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
た

り
、資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。介
護
職
の
給
料
と
労

働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
は
、国
が
少
し

ず
つ
で
す
が
、改
善
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

少
子
化
の
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

本
市
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率

は
１
・
57
と
全
国
よ
り
は
高
い
も
の
の
、

子
ど
も
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、児
童
手
当
な
ど
の
支
給
や
子
ど

も
が
病
院
で
受
診
し
た
と
き
の
費
用
を
無

料
に
し
た
り
、保
育
料
を
国
の
基
準
よ
り

低
く
す
る
な
ど
、家
庭
の
負
担
を
抑
え
る

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、仕
事
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、会
社
や
工

場
が
市
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

若
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
と
企
業
誘
致

し
た
り
と
か
大
き
な
病
院
が
で
き
る
よ
う

な
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

市
で
は
、独
自
に「
喜
多
方
市
雇
用

相
談
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
就
職
先
の

紹
介
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、大

き
な
病
院
が
で
き
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、企
業
を
誘
致
で
き
る
よ
う
市
長
自
ら

が
訪
問
し
た
り
、展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
Ｐ
Ｒ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。市
に
対

す
る
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、地
元
で

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
開
催
に
力

を
入
れ
、そ
の
周
知
に
つ
い
て
も
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

レ
ト
ロ
横
丁
、盆
踊
り
や
太
鼓
台

競
演
の
夏
祭
り
、21
世
紀
シ
ア
タ
ー
、冬
祭

り
の
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
と
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス

タ
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
は
、全
国
的
に
も
有
名

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
周

知
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス

タ
ー
の
他
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を

使
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

通学路の
除雪体制
について

11番議員
内海  昻雅さん
（加納小）

「雄国沼」の
観光アピール
について

14番議員
真部  拓志さん
（姥堂小）

高齢者対策
について

18番議員
佐藤  亜美さん
（第一中）

企業誘致など
働く場所に
ついて

22番議員
鈴木  崇仁さん
（塩川中）

公園設備
の充実に
ついて

13番議員
小熊  リタさん
（塩川小）

授業での
タブレットの
導入について

16番議員
鈴木  洸陽さん
（山都小）

少子化対策
について

21番議員
長瀬谷惇道さん
（会北中）

魅力的な地域
イベントの
開催について

24番議員
荒井  直樹さん
（高郷中）
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　認知症は、単に認知機能が低下するだけではなく、生活にさまざまな障害を起こします。
　家族が理解に苦しむ言葉や、困った行動にも本人なりの理由があります。認知症の症状
であることを理解し、気持ちに寄り添って接する事が大切です。ここでは直面する可能性
の高い症状を挙げて、その対応のヒントをお知らせします。

特集認知症
～ シリーズ第２弾 ～

知っておきたい具体的な症状

　認知症の介護では、介護する人の態度・対応が本人の症状や精神状態に大きく影響するため、一人ですべ
てをやりきることは、大きな負担となります。自分(家族)だけで解決しようとせず、早めに相談しましょう。

認知症のことで心配なこと、知りたいことがありましたら、下記の相談窓口にご連絡ください。
　　【認知症相談窓口】 高齢福祉課　介護保険・予防室☎（24）5242

認知症地域支援推進員
三浦　朋子

問

こんな時はどのように対応したらいいの？

『気持ちよく介護するために大切なこと』
〇 ひとりで抱えこまない
〇 息抜きの時間、自分の時間を確保する
〇 完璧を求めない
〇 自分を追いつめない

【対応のポイント】
答えられなくても問題視しないこと
　日にちは健常者でもわからないことがあるの
で、まずは家族が「今日は何日？」などの質問で
確認をして不安を増強しないようにしましょ
う。大きな日めくりカレンダーをかけておくこ
とも良いかもしれません。

【対応のポイント】
同じ感情を共有して、味方になる
　盗まれたと思い込んでいます。反論せず「それ
は困りましたね、一緒に探しましょう」と共感す
る。本人以外の人が財布を見つけた場合、ここに
ありましたと言わず、本人に見つけてもらうこ
とが大事です。

【対応のポイント】
気持ちを認め、落ち着かせる
　「ここが家ですよ」と引き止める
と不安や不信が募ります。「そこま
で送りますよ」と一緒に散歩したり、「お茶だけ
でも飲んでいってください」と気分を変えて落
ち着かせます。

【対応のポイント】
話題を変えて納得してもらう
　「食べた」という事実を理解してもらうのでは
なく、本人がいかに納得するかがポイントです。
「もうすぐできるから待っててね」「できるまで
これ（お茶やお菓子）を食べて（飲んで）待ってて
ね」と話題を変えてみましょう。
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＜養介護施設＞

＜養介護施設で取り組んでいること＞

相談窓口　高齢福祉課　いきがい支援係　☎（24）5230

種類 施設名 

特別養護老人ホーム 北原荘、しょうぶ苑、エルムホーム、ハッピーランドやまと、
ほほえみ、けいわ苑、ハッピーランドあいかわ

介護老人保健施設 天心ケアハイツ、パステルヴィレッジ小野、ケアホームやまと、
ハートランドケア東町

介護療養型医療施設 入澤病院、鳴瀬病院
地域密着型特定施設入居者生活介護 ベルハウス塩川、きらりの家
介護付有料老人ホーム フラワーガーデン、暖ノ奏ときわ台、ハートランドケア東町
サービス付き高齢者向け住宅 暖ノ奏

グループホーム やわらぎ、すこやか、レインボー、『至福の郷』東町、ひびき、
夢の森、ひまわり、もも太郎さん喜多方、さわら

小規模多機能型居宅介護 ケアプラザ喜多方、やわらぎ、ファミリーさわら、
ユースフルまつやま

　市内の養介護施設では、入居者の虐待防止にネットワークを組ん
で取り組んでいます。入居中の方は困ったことや心配なことなど、
入居希望の方は不安なことなどを、養介護施設または高齢福祉課へ
ご相談ください。
　安心して自分らしく生活できるようにお手伝いをしていきます。

★
職
員
と
し
て

①自分の仕事に責任と誇りを持っ
　ています。
②ストレス・疲れなど溜めないよ
　うにしています。
③職員同士、お互い支え合い・注
　意し合っています。
④入居者の方を温かく見守ってい
　ます。
⑤虐待防止の自己チェックをして
　います。

★
組
織
と
し
て

①虐待を防止する体制を作っています。
　・高齢者虐待防止・身体拘束廃止マニュアル
　・苦情相談窓口設置・ヒヤリハット対策
②職員が働きやすい環境を整えています。
　・職員がストレスなどを溜め込まないよう、
　　コミュニケーションを取ったり相談窓口を作
　　っています。
③施設内で勉強会・研修会・話し合いをしていま
　す。
④チームを組んで入居者の介護に臨んでいます。

笑顔と笑顔の支え合いを大切にしています

特別養護老人ホーム、老人保健施設などの皆さん グループホーム、小規模多機能施設の皆さん

問



　

　

市
に
住
民
票
を
有
す
る
65
歳
以
上
の

方
、60
歳
以
上
で
規
定
疾
患
を
持
つ
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
方
、生
後
６
カ
月
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
お
よ
び

妊
婦
の
方
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。予
防

接
種
は
受
け
れ
ば
絶
対
に
か
か
ら
な
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、重
症
化
を
防
ぐ
た

め
の
も
の
で
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、広
報
き
た
か
た
11
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

広報きたかた　2016. 12　⑭☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問
□ 周囲でインフルエンザが流行している

□ 38℃以上の急な発熱が続いている

□ 悪寒がする

□ 関節痛や筋肉痛がある

□ 倦怠感や疲労感が強い

□ 頭痛がする

お　 かん

次の項目に

２つ以上の症状が
あれば感染の可能性あり

　38℃以上の急な発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、強い倦怠感などの全身症状があり、併せて咳やのどの痛み、
鼻水などがある場合は、インフルエンザの疑いが強いので、早めに医療機関を受診しましょう。特に、感染
することで重症化するリスクがある子どもや高齢者、妊娠中の方はなるべく早めに近隣の小児科、内科ま
たはかかりつけ医に相談しましょう。 
　また、発症してから48時間を過ぎると体内のウイルスが増えすぎて、抗インフルエンザ薬の効果が期待
できにくくなります。そのためにも、早めに受診しましょう。

受診の時は
マスクを
忘れずに！

◆ けいれんしたり呼びかけに応えない

◆ 顔色が青白い

◆ 呼吸困難、または息切れしている

◆ 胸の痛みが続いている

◆ 嘔吐や下痢が続いている

◆ 症状が長引いて悪化してきた

こんな症状は

かも

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成



広報きたかた　2016. 12　⑮

　

市
と
喜
多
方
医
師
会
の
共
同
調
査
と
し

て
平
成
25
年
度
〜
27
年
度
ま
で
の
３
年

間
、尿
検
査
に
よ
る
１
日
の
推
定
摂
取
食

塩
量
の
測
定
を
実
施
し
、市
民
の
皆
さ
ん

の
実
態
を
調
査
し
ま
し
た
。

◆
対
象
者

特
定
健
康
診
査
の
対
象
者（
40
〜
74
歳
）で
、

喜
多
方
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

減
塩
に
向
け
た
３
カ
年
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
の
結
果
、推
定
摂
取
食
塩
量
は

全
体
と
し
て
低
い
値
に
推
移
し
て
き
て
お

り
、一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、１
日
の
食
塩
摂
取
に
つ
い
て
、厚

生
労
働
省
は
男
性
８
㌘
未
満
、女
性
は
７

㌘
未
満
を
目
標
量
に
定
め
て
お
り
、市
民

の
摂
取
量
は
ま
だ
ま
だ
多
い
状
態
に
あ
り

減
塩
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

こ
の
調
査
は
、３
年
間
で
終
了
し
、平
成

28
年
度
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

　

集
団
健
診
終
了
後
の
未
使
用
大
腸
が
ん

容
器
を
回
収
し
て
い
ま
す
。毎
年
未
回
収

容
器
が
約
４
０
０
個
あ
り
、１
個
あ
た
り

２
６
８
円
が
無
駄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
未
使
用
大
腸
が
ん
容
器
が
あ

り
ま
し
た
ら
、回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
回
収
期
間　

12
月
28
日（
水
）ま
で

◆
回
収
場
所　

保
健
課　
健
康
推
進
室
ま

た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班
窓
口

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

問

尿
検
査
に
よ
る
推
定
摂
取
食
塩
量
調
査
結
果

　これからの季節は風邪やインフルエンザの流行
が心配されます。そこで今回は、これらを予防し、身
体の免疫力を高めるためのポイントを紹介します。
その１　免疫の材料となる良質なたんぱく質を摂
　　　　る。
その２　免疫力やウイルスへの抵抗力を高めるビ
　　　　タミンＣを摂る。
その３　体を温め、咳や痰の緩和のため硫化アリル
　　　　を摂る。
　おすすめ食材は、鶏肉、豆腐、卵、果物（特に柑橘
類、キウイ、柿）、長ねぎ、生姜などです。 
　上手に組み合わせて食べるようにしましょう。

【材料（４人分）】  
鶏胸肉100g、じゃが芋120g、玉ねぎ100g、人参60g、
しめじ60g、出汁200cc、豆乳（牛乳）200cc、 
生姜すりおろし5g、長ねぎ5g、塩・コショウ少々
【作り方】 
①鶏胸肉、じゃが芋、玉ねぎ、人参は小さく食べやすい大
　きさに切りそろえる。しめじは石づきをとる。
②削り節で出汁をとる。 
③鍋に出汁と小さく切った材料を入れやわらかくなる
　まで煮る。次にしめじ、生姜のすりおろしを加える。
④火が通ったら、豆乳（牛乳）を加え塩・コショウで味を
　調える。最後に細かく切った長ねぎを添える。

未
使
用
大
腸
が
ん
容
器
回
収
の
お
願
い

問

度
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市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、あ
い

さ
つ
を
通
し
た
交
流
に
よ
り
地
域
と
の
結

び
つ
き
を
強
め
、子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に「
市
民
総
ぐ

る
み
あ
い
さ
つ
運
動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
29
日
〜
10
月
28
日
の
実
施

期
間
内
に
各
地
区
会
議
や
青
少
年
健
全
育

成
関
係
団
体
を
中
心
に
市
内
幼
稚
園
、小
・

中
学
校
、高
等
学
校
前
に
お
い
て
、あ
い
さ

つ
を
啓
発
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

　

10
月
20
日
、と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文

化
セ
ン
タ
ー（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）に

お
い
て
平
成
28
年
度
東
北
地
区
社
会
教
育

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、福
島
県
市
町
村

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
と
し
て

市
社
会
教
育
委
員
の
齋
藤 

浩
一
さ
ん
、前

市
社
会
教
育
委
員
の
菅
井 

洋
子
さ
ん
、田

中 

健
治
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域
の
社
会
教

育
発
展
に
尽
力
さ
れ
、そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
　

生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

　

10
月
15
日
か
ら
開
幕
さ
れ
た
第
３
回
市

町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

お
い
て
、喜
多
方
市
チ
ー
ム
が
初
の
ベ
ス

ト
８
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

喜
多
方
市
チ
ー
ム
は
、10
月
16
日
に
行

わ
れ
た
１
回
戦
で
磐
梯
町
に
10
対
２
で
勝

利
す
る
と
、続
く
２
回
戦
で
は
白
河
市
、３

回
戦
で
は
本
宮
市
に
勝
利
し
、準
々
決
勝

に
進
出
し
ま
し
た
。準
々
決
勝
の
相
手
は
、

前
回
大
会
準
優
勝
の
郡
山
市
。試
合
は
序

盤
か
ら
郡
山
市
の
ペ
ー
ス
に
な
り
、チ
ー

ム
力
で
粘
り
な
が
ら
も
０
対
７
で
惜
敗
し

ま
し
た
が
、初
の
ベ
ス
ト
８
と
い
う
好
成

績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
試
合
結
果

○
１　
回　
戦　

喜
多
方
市
10
ー
２
磐
梯
町

○
２　
回　
戦　

喜
多
方
市
５
ー
４
白
河
市

○
３　
回　
戦　

喜
多
方
市
５
ー
１
本
宮
市

○
準
々
決
勝　

喜
多
方
市
０
ー
７
郡
山
市

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

　

11
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
28
回
市
町
村

対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
で
、喜

多
方
市
チ
ー
ム
は
参
加
53
チ
ー
ム
中
総
合

12
位（
５
時
間
20
分
04
秒
）と
健
闘
し
ま
し

た
。

　

選
手
、ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　

大
会
の
詳
し
い
結
果
な
ど
は
平
成
29
年

１
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

生 涯 学 習 の 広 場
問

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問

平
成
28
年
度
福
島
県
市
町
村

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰

第
28
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

喜
多
方
市
チ
ー
ム
結
果
報
告

問

問

青少年育成高郷地区会議に
よるあいさつ運動

青少年育成喜多方第二地区会議
によるあいさつ運動

第
３
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　

喜
多
方
市
チ
ー
ム

初
の
ベ
ス
ト
８
進
出
！

左から齋藤さん、山 社会教育委員の会議議長、
田中さん、菅井さん、芳賀教育長
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お
仕
事
の
事
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

誠
明
さ
ん　

塗
師
を
し
て
い
ま

す
。漆
を
塗
っ
て
は
乾
か
す
作
業

を
繰
り
返
し
、さ
ま
ざ
ま
な
製
品

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
ョ
ン
プ
レ
ー
ト
で
あ

れ
ば
、１
枚
あ
た
り
２
カ
月
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。ひ
と
月
に
出
荷
で

き
る
製
品
と
し
て
は
、約
10
枚
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、店
で
は
一
番
の
古
株

で
、顧
客
と
の
付
き
合
い
も
長
い

こ
と
か
ら
、塗
師
で
は
あ
り
ま
す

が
来
客
時
の
対
応
や
出
荷
な
ど

の
作
業
も
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
人
と
な
る
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

か
よ
子
さ　

中
通
り
方
面
か
ら

こ
の
漆
器
店
近
く
に
嫁
ぎ
、出
産

を
機
に
専
業
主
婦
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、先
代
の
女
将
さ
ん
に
誘

わ
れ
、昭
和
37
年
７
月
頃
に
入
店

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

当
時
は
、塗
師
や
木
地
師
の
職

人
さ
ん
が
お
り
、私
は
塗
師
の
下

仕
事
を
20
年
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

職
人
さ
ん
が
定
年
な
ど
で
退

職
し
て
か
ら
は
、現
代
風
の
漆
器

を
目
指
し
て
、現
在
の
女
将
さ
ん

と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

漆
塗
り
で
の
特
徴
的
な
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

か
よ
子
さ　
「
変
わ
り
塗
り
」（
＝

下
漆
を
し
て
か
ら
、燻
炭
を
細
か

く
砕
い
て
、篩
に
か
け
た
一
定
の

粒
子
を
ふ
り
か
け
、そ
の
後
、生

漆
や
彩
漆
を
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
で

塗
る
）と
い
う
技
法
を
用
い
て
、

製
作
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、ハ
ケ
で
塗
る

「
本
塗
り
」の
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル

し
て
い
る
の
に
対
し
、「
変
わ
り

塗
り
」は
、表
面
が
凹
凸
し
て
一

味
違
っ
た
質
感
が
表
現
で
き
ま

す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

源
市
さ
ん　

先
代
の
ご
主
人
が

亡
く
な
り
、ま
た
、漆
塗
り
の
業

界
が
低
迷
基
調
と
な
っ
た
時
、今

の
女
将
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
、今

後
の
店
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、

大
き
な
夢
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
出
展
に
奔

走
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、独
自
の
漆
塗
り
の
技
法

を
身
に
付
け
る
た
め
、若
松
の
ハ

イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
に
２
人
で
通
い

な
が
ら
学
習
し
、「
変
わ
り
塗
り
」

と
い
う
技
法
を
習
得
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

か
よ
子
さ　

こ
こ
で
働
い
て
い

る
ス
タ
ッ
フ
は
、す
べ
て
女
性
で

す
。そ
れ
を
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と

捉
え
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
表
現
の

世
界
を
広
げ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

か
よ
子
さ　

現
在
、後
継
者
育
成

に
力
を
入
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

地
味
な
仕
事
の
た
め
、人
材
の
確

保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
伝
統
工
芸
を
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
、人
材
を
確
保
・
育

成
し
店
の
発
展
へ
と
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　

企
画
調
整
課　
政
策
調
整
室

企
画
調
整
係　

☎（
24
）５
２
０
９

問 鈴
木
千
代
枝
さ
ん
の
活
動
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

鈴
木
さ
ん

木
之
本
漆
器
店　

塗
師

に
聞
く

鈴
木　
千
代
枝
さ
ん

木之本漆器店　塗師　鈴木千代枝さん
　漆塗り一筋50年。伝統の拭き漆で、箸や椀、ランチョンプレートなどを手が
け、現代における漆の魅力の発信に努めている。

鈴
木
さ
ん

鈴
木
さ
ん

鈴
木
さ
ん

鈴
木
さ
ん

鈴
木
さ
ん

く
ん 

た
ん

ふ
る
い

い
ろ
ど
り
う
る
し


